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【本紙カラーＰＤＦ版ダウンロードのお知らせ】 
 本紙（ザ・キー「ハムフェア特別号」）のカラーＰＤＦ版を KCJ-WEB から 8 月 27 日の夜以降 

ご自由にダウンロードしていただけます。入会申込書もあります。 

以下の URL にアクセスして、「日本語ページ」の左側メニューにある『入会申込書／ザ・キー特別

号 ダウンロード』をクリックしてください。 

                 http://www.kcj-cw.com/ 

 

 

ハムフェア 2011 出展 
全国 CW 同好会(KCJ)のブースにおいでいただき

ありがとうございます。KCJ は、ハムフェアにお

いて CW 愛好者の方に集いの場を提供し、CW の発

展に貢献できればと思っています。ひとりでも多

くの方に、私たちの活動に関心をお持ちいただき、

一緒に活動していただければ幸いです。個人局で

CW 免許を所有していれば入会可能で、年齢制限

はありません。また、入会申込にあたり、会員の

推薦は不要です。入会に関する記事を本紙の後半

に掲載していますので、ご覧ください。 

 

第32回KCJコンテスト 
今年もたくさんの局のご参加をいただき、あり

がとうございました。コンテストログの提出締切

日は、9月21日(水)（消印有効）です。 

 ご存知と思いますが、KCJではご提出いただい

たログを全て電子データ化して各データを突き

合わせします。その結果、互いに一致した交信に

ポイントを与えるという方式を採っております。 

 たとえば、A局がB局とナンバー交換してログを

提出されても、B局からのログ提出がなければA局

にポイントが付きません。 

 したがいまして、たとえ1局でもコンテスト交

信をされましたら、ぜひログの提出をお願い致し

ます。チェックログとしていただいても結構です。

よろしくお願い致します。 

コンテスト担当 JA8AJE (ja8aje(a)jarl.com) 

 

 

コンテストドナー 

 KCJ は、CW の発展に貢献することを目標のひとつ

としており、JARL 主催のコンテスト（CW 部門）にド

ネーションをしています。 

 

 

 

 

2010年のALL JAで

は JA6GCE局に（上の

写真、電信部門シン

グルオペ・オールバ

ンドＭ種目全国１

位）、 

 

 

 

 

 

ALL ASIAN DX で

は RG9A局 

（ 下 の 写 真 、

"Single Operator 

All Band Low 

Power"） に盾が贈

られました。 
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【会員からの投稿記事】 
------------------------ 

［交信が成立したらＱＳＬカードを交換しましょう］ 
                                                       JM1HUX 山後勝崇(#304) 

 

アマチュア無線はお天道さまのご機嫌で交信が可能になり、珍しい地域、新しいアマチュア局と会話

出来ます。交信した相手と QSL カードの交換をしましょう。アマチュア無線が始まった 100 年近く前か

ら世界中で続いている習わしです。いただいた QSL カードの数が増えるほど貴局の足跡が塗り替えられ

ます。カードには、各国、各人の個性・特色がにじみ出て、受け取ったときの楽しみも格別です。また、

アワードの申請にも欠かせません。 

 

では、QSL カードに記載する必要な項目を挙げます。中学校の英語の授業で 5W1H を習いませんでし

たか。すなわち Who 、 Where 、 When 、 What 、 Why 、 How のことです。 

① Who ･･･ 文字の大きさは別として、自局と相手局のコールサイン。自分の氏名、自筆の署名。こ

れは本人が発行した QSL カードで偽造品でないとの世界共通の証しです。 

② Where ･･･ QSO が成立した場所。国、(州)、県、市、郡、町村名です。移動しているときは、自

局、相手局ともコールサインの後に ”／エリア ” 船上なら ”／MM ” 上空なら ”／AM ” を

追加です。その他に自局の CQ Zone 番号、ITU Zone 番号、Grid Locater、国内の市郡区番号を

入れると親切ですね。最近は道の駅アワードがあり、Road Station 番号も入れます。その他 IOTA 、

峠などのアワード対策の加筆もあります。 

③ When ･･･ 交信した年、月、日、時間を書きます。年は西暦を、月は英語の略書きまたは数字を、

時間は外国を相手なら世界標準時を、国内なら日本標準時を明記します 。 

④ What ･･･ 周波数、出力、モードを。さらに、衛星通信の場合はアップリンク、ダウンリンクの周

波数を追加します。 

⑤ Why ･･･ Confirming Our QSO 

⑥ How ･･･ リポート(RST) なお T はモードにより省略。その他にあるとよいものは、自局の設備の

紹介 ( Rig 、 Antenna など) 既製品か、自作品か。 

最後に心温まる挨拶を一言加筆すると好いでしょう。 

  

なお、QSL カードの交換は全世界が相手でから、どこの国の局長さんでも理解できる言葉、文字で

書きましょう。また、相手国の公序良俗に違反しないよう心掛けましょう。受け取る局長さんにお子

さんの場合があります。ヌードの写真はダメです。 

 詳しい書き方とカードの規格は JARL 会員手帳にありますが、アマチュア無線の法律知識、アマチ

ュア無線の運用ガイド等に多くの局長さんが書かれていますのでご覧下さい。 

 

QSL カードの交換は日本アマチュア無線連盟のビューローを通して送りましょう。交換不能な国、

JARL 非加盟の局長さんには、SASE でお願いするのが良いでしょうが、相手の住所を調べるのは一苦

労ですね。 

 

 

［衛星通信用移動設備の試作］ 
                                                JA1COP／JA4OEY 佐々木広武(#288) 
 

 衛星通信での移動はモービルホイップで手軽に移動する方法もありますが、都市部のノイズが多い地

帯では、弱いダウンリンクを聞くのが不利で、せっかく珍しい場所から QRV されているのに QSO に至ら

ないケースが多々あります。当局も移動による衛星の運用を時々行ないますが、逆にホイップでは自分

のダウンリンクが見つからない場合も良くあります。 

そこで、やはり衛星でも八木アンテナなどのビームが威力を発揮します。衛星用の八木アンテナは過

去にも軽量なものが多々販売されていますが、昨年のハムフェアで KCJ ブースの目の前に RADIX 社が出

展していて、そこに展示してある AY-207SAT（144MHz3 エレ、430MHz6 エレのブーム共通・エレメントク
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ロス式）が目に入り、さっそく入手しました。これは、衛星移動マンでは流行となっているカメラ用の

三脚に取り付けて使用することも視野において設計された、まさに移動専用仕様の製品です。 

このアンテナは給電線が個別になっています。筆者は 2009 年に四国移動した際、2周波八木アンテナ

の共用器を用いて使用しましたが、まさかの共用器故障で、衛星通信がさっぱりだった苦い経験を持っ

ています。それ以来、この 2周波数独立給電方式も理想でした。ただしこの製品、2011 年 7 月現在のカ

タログからは消えています。ハムフェア限定販売だったのかもしれません。 

さて、筆者は以前から移動時の三脚設置には見た目において抵抗があり、ふみたて君、小型のローテ

ーター、塩ビマストの組み合わせで市中の移動も挙行していました。ところが 2010 年の冬に、某市 7

の 11 駐車場で運用していたところ、店の客に警察通報されてしまい、言い訳にいたく時間がかかって

しまいました。おりしも朝鮮半島問題さなかであったことから、この通報は一般市民として妥当です。

これ以来、踏み立て君の市中使用が恐怖のトラウマとなってしまい、移動も田舎に限られてきました。 

前置きが長くなりました。このような経緯で、このたび、三脚もふみたて君も使わなくて、簡単に八

木アンテナをぶん回せる装置を開発し、実用に供しましたのでご紹介します。 

現物は写真のとおりです。ローテーターはヤエスの G-250 ですが、残念なことにこれは既に生産中止

となり、国内の販売店ではもう在庫も無いようです。これよりひとランク大きいものは、エモテーター

の103LBですが、たぶん同様に製作できると思います。コントローラは安いDC-ACコンバータを介して、

車のバッテリーに接続します。 

 

マグネット基台はすべて中古品を使用したので、仕様と高さがバラバラです。このまま車両の天井に

付けてしまうとかなり強力で、付け外しが大変です。最悪、天井が凹む可能性もあります。そこで、ク

ッション材を必ず付けるようにします。アルミパネルは DIY 店で入手し、角は危険なので丁寧にヤスリ

かけします。車内に引き込むケーブルは、筆者は、144MHz はマグネット基台のものをそのまま利用、

430MHz は短くて太い中継ケーブルを別に使用しています。このあたりは好みで良いでしょう。ブームは

32mmのアルミパイプを約30度曲げて使っていますが、さすがにこれは近所の鉄工所にお願いしました。
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自作ならもう少し細いアルミ管で十分で、中に砂を入れて曲げると良いようです。高さは保てませんが、

この基台で、50MHz の 2エレくらいは回せます。1200MHz の 9エレなら 1ｍくらい突き上げても車両天井

設置が可能です。ただし、筆者の車両は天井がやや高いので、ミニ脚立を新たに準備しました。 

この記事が移動好きの皆さんの実験の参考になればと思います。 

 

 

［縦振りキーの正しい打ち方］ 
                                                  企画：JM1HUX 山後勝崇(#304) 

                                        イラスト・文責：JH1TFL 足立征一(#258) 
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［私のデータ・バックアップ方法］ 
                                                                  JH3HGI 吉村豊樹（#295） 
 

 時々『パソコンのハードディスクが壊れてハムログのデータが消えてしまった』といったことを聞き

ます。 

 アプリケーションソフトはお金を出せば買うことが出来ますが、ハムログに限らずデータはかけがえ

のないもので、お金では買うことは出来ません。 

 私は 4 台のパソコン（ノート PC 2 台、自作デスクトップ機 2 台）を使っていますが、もしもの時に

備えて普段からデータはこまめにバックアップしています。その方法をご紹介します。 

 なお、4台のパソコンは全て無線・有線で家庭内 LAN に繋がっており、これ以外に XYL の PC と 2nd(長

男)の PC も LAN に繋がっています。 

 私が普段、メインで（仕事でもプライベートでも）使っているのは写真 1 の  DELL LATITUDE D820

（PC1 とします） です。この PC1 に公私にわたる様々なデータを保存しています。写真 2 のノート PC

（ASUS EeePC-1000H、PC2 とします）を移動運用時、ハムログへのデータ入力に使い、帰宅したらその

データを『Pyxis』（http://homepage3.nifty.com/pyxis/）というファイル管理ツールを使って PC1 に

転送します。Pyxis には『ディレクトリの同期』という機能があるので、これを利用します。 

 PC1 のデータは毎晩 自宅サーバー（365

日 24 時間稼働、写真 3の左側、PC3 としま

す）に Pyxis を使って転送します。 

 この時点で 2 ヶ所にデータが保存されて

いることになりますが、このままでは まだ

不安ですので、PC3 から 写真 3の右側の PC

（PC4 とします）および、ネットワーク・ハ

ードディスク（NAS）にデータをバックアッ

プします。 

 ここでのバックアップは自動で行ってい

ますが、その方法は以下のとおりです。 

 PC4 は普段は電源を切っています（PC3 

のサブ機です）ので、毎朝 4 時に自動で電

源を ON します。自動電源 ON に使うソフト

は『BootTimer』というソフトです。 

 BootTimer は以下からダウンロードできます。 

                      http://hp.vector.co.jp/authors/VA022629/ 

 このソフトを使えば希望の時刻に PCを起動 & シャットダウン することができます。 

 PC4 が自動起動したら、PC3 から『BunBackup』というバックアップ専用ソフトでデータをバックア

ップします。BunBackup は以下からダウンロードできます。 

            http://homepage3.nifty.com/nagatsuki/bunbackup/bunbackup.htm 

 これと同時に NAS へも BunBackup を使ってバックアップしますが、NAS には自動で希望の時刻に起
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動 & シャットダウン する機能があります。 

 もちろん PC4 と NAS へのバックアップ作業は就寝中に自動で全て完了します。 

 これで大切なデータが PC1、PC3、PC4、NAS の 4ヶ所に保存されていますので、ここまでしておけば

まず大丈夫だろうと思っています。 

 この記事が皆さんの参考になれば幸いです。 

 

 

［ガレキとともに去った懐かしのリグ］ 
                                         JA7AEM 樋口知雄（#146） 
 

 このたびの東日本大震災による地震・津波では、皆様に大変ご心配をおかけしました。 

 おかげ様で、少しずつですが、以前の生活に戻りつつありますので、どうぞご安心ください。 

 津波による水没の直接的な被害は、１Fの全ての家具、家電等がNGになったことが主なものですが、

応急的な修理は一応終わっています。 

 しかし、時間の経過とともに、新たな不具合も出てきました。壁のクロスがはがれてきたので、全面

張り替えることにしました。また、キッチンの表面の塗装がはがれたり、板の部分が反り返ってきたり

したため、これも取り換えることにしたのですが、それらが完成するのは、しばらく後のことになりそ

うです。 

 ハム関係の被害は、物置に積んであった昔のリグ（ほとんどが自作）が完全に水没したため、家財、

家電等のガレキとともにすべて処分しました。 

 その中で、ダンプに積み込む時にちょっと手が止まったものが二つありました。 

 一つ目は、1.9Mc(MHzではなくHi)用の送信機でした。6CL6-2B33 の構成で、X-tal 1個だけで使いま

したが、40年前は結構実用になった記憶があります。 

 このリグは、ケースの上蓋が簡単に開いたので、ドロの中から2本の真空管を記念に抜き取りました。 

 もう一つは、タクシー機改造の 2メータFM機です。 

 当時の富士通テン製で、もちろんオール真空管、14球くらい？、重さは10kg以上もあり、150メガ帯

で終段は 6360、出力は 1Wでした。 

 本体組み込みの DC-DCコンバータ部分をとりはずし、AC電源とスピーカを別ケースに組み、タクシー

で使用していたカーボンマイクをそのまま使い、独特の音質の電波を出していました。 

 ロータリーSWで、144.48を含む12ch切り替え方式としましたが、水晶は6ch分しかつめていませんで

した。 

 出力は 2Wくらいは出ましたが、実際の運用では、2B94 のアンプをつけて50Wで使いました。 

 このタクシー機は、当然ですが、車載用ですから造りがとても堅牢で、球やコイル等の部品配置が合

理的で、私には、C や R のハンダづけまでが芸術品のように思えました。 

 現役引退後もしばらくは、装飾品としてシャーシむき出しでシャックに飾っておいたものでした。 

 これは、簡単にケースが開けられない状態だったので、一旦手が止まりかけましたが、そのままダン

プに投げ入れました。 

 さいわい、2Fのシャックのリグは、耐震対策を施していたため、ほとんどが無事でした。 

 商用電源の復旧後は、いつでも電波を出せる状態だったのですが、時間と心のゆとりが全くなく、お

空には4月末の ALL JA TESTから復帰しました。 

 今後もコンテスト等を中心に楽しみたいと考えていますので、よろしくお願いします。 

 

P.S． 

 今回の震災にあたり、多くの皆様から、お見舞いや励ましのメール等をいただきました。本当にあり

がとうございました。 

 とくに、1エリアのOMからは、交通が麻痺状態となり、東北地域の書店に対する書籍の配送が止まっ

ているなか、ローカルの数局に対し、CQ誌 4月号と5月号を 二度にわたり直接届けていただきました。

重ねてお礼申し上げます。 
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［雑感 2011］ 
                                                       JA8AJE 笠原 勝（#316） 
●アクティビティ 

 ここ十年ぐらいは、リグはもちろん周辺機器も作らず、無線のアクティビティはもっぱら QSO です。

モードはCW、いろんなバンドでのQSOが有効ですのでAJAをメインとしています。そのAJAも1.9～50MHz

を使い 10000 点ほどになるとなかなか増えませんので、だんだん QRV も遠のいてきます。ここでの問題

は QRV しない状態になれてしまい、2～3週間空に出なくても何とも感じなくなることです。これではい

かん、どうにかしてアクティビティを維持しようと思い、新しい目標を設定してみました。 

 移動運用のみを追いかけて AJA をどこまで延ばせるか、というものです。今は移動運用が盛んになっ

ていますので、相手が不足することはないだろうという予想です。 

 この目標を設定したのが２月末頃でした。その後あの大災害により４月は QRT しましたので、5～7月

のデータしかありませんが、QSO 数が月平均２割ほど増えました。１年ほど経過しないとわかりません

が、このように新たな目標設定がアクティビティ上昇にある程度の効果があるようです。勿論、実際に

は移動運用のみを追いかけているわけではなく、従来の AJA のスコア上昇にも寄与しています。諸 OM

が無線を続けるには何か目標を持ちなさい、と言っておられる意味が分かりました。 

●あなたのコールサインは？ 

 上に書いたように、今は移動局を聞けば「だぼはぜ」のごとく食いついて呼びます。相手は移動局で

すからできるだけ多くの局と QSO するため、599BK のたぐいの QSO です。困ったことに一つの QSO が終

わっても自分のコールを送らない移動局が結構多いのです。通常の QSO であれば、一回の QSO 中何度か

相手のコール、自分のコールを送出しますので、途中から聞いてもその QSO が終わった後それらの局の

コールは判り呼ぶことができます。599BK ではそれができません、呼べません。 

 国内コンテストでも、最近は改善されてきていますが、同様のことが起こります。数回の QSO 後自局

のコールを送らないことについて、QRPer のためという確固たる理由を持つ局もいます。それに対して

は他人がとやかく言えませんのでお願いするしかありません。ぜひ QSO ごとに自局コールを送出してく

ださるようお願いします。パイルがひどいとできるだけ早く治めるため自局コールを省略しがちですが、

ひどければひどいほど、自局コール送出を確実にお願いします。 

 ある著名な DXer が言っていました。DxPedition は皆で楽しむのだ、と。そのためにはパイルがひど

くても自局コールの送出は確実に、と。そうなんです。コールが判らず呼べない時は途中から聞いてい

る局は楽しめません。ぜひ楽しませてください。呼んで取ってもらえないときは自分の非力と諦めます

が、コールが判らず呼べないのは・・・ 

●キーおよびパドル 

 私自身あまり先が長くないと思いますので、身辺整理を行いつつあります。その手始めはキー・パド

ルです。これまで買ったはずのキー・パドルをチェックしてみました。ところがない！どこを探しても

ない！あの大理石台の縦ぶれが。諦めて他のキーをチェックしますと、がっかりしたことにこれも大理

石台に乗った横ぶれキーのレバーが折れていました。その他残っていたパドルは VIBROPLEX CODE 

WARRIOR JUNIOR, HI-MOUND BK-100, スペインの LTA ("Telegraph Key Craftsmen") dual lever paddle, 

MFJ 564, HI-MOUND のダブルレバー（レバーの間隔が狭い）、 KATSUMI のダブルレバー（丸い台座）

でした。GHD の GN-507 が行方不明でした。 

 25 年前再開局したときはジャンクの縦ぶれ、その後エレキーに移りバイブロの磁石を使ったパドル、

ちょっと柔らかめでしたので固めの JA-2 に移り約 20年後の現在に至っています。では上記のいろんな

パドルは何のため？私はコレクターではありません。 

 私はパドルの右手用結線そのままで左打ちです。短点は人差し指です。英文を打つと Eが Iに成るこ

とが多く、特に THE が THI になるのがいやでした。当時はパドルのせいにして、パドルを入れ替えれば

上手くなるのではといろいろ買って試しましたが、相変わらずのミス連発です。多分パドルのせいでは

なく打ち方に問題ありなんでしょう。人差指がちょっと長めにパドルを押しているのではと。プロだっ

た方の打ち方を見るとエレキー・ダブルレバーでも大げさと思えるほど手首を振っています。私は誰に

も習わなかったので、普通に指先だけで打ちます。注意すれば単語中の Eは Iに化けることは少なくな

りますが、単語最後の Eは結構間違えます。それで、最後の Eの時は、人差し指をややレバーから離し

た位置から打ち付けるようにレバーを打ちます。これで Iに成る確率は減りますが、常に注意をしてい

なければならずのんびりできません。いずれは平文もコンピュータでやらざるを得ないかなと思うとち

ょっと寂しいです。 
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［東日本大震災に思ったこと］ 
                                                          JH3EZV(exJJ7QOU) 勝本 健（#031） 
 

 今春発生した東日本大震災は、日本人の誰もが深く心に残る出来事でした。 

 とりわけ、東北地方の皆様方や、東北地方でなくても被災された方々に対して、改めて心からお見舞

い申し上げます。 

 その後は如何に月・日が経過しても、テレビや新聞・雑誌などで報じられる画面を見る度に、そのエ

ネルギーの凄まじかったことに驚くばかりです。 

 私も子供の頃に戦災で焼き尽くされた経験があり、復興には長い年月を要すると思いますが、被災さ

れた方々には頑張って一日も早い復興をお祈りします。 

 さて、この地震発生で私の最も気掛かりなことがありました。 

それは20数年前に、今回の震源地に近い太平洋上の磐城沖プラットフォームで勤務していたことがあり、

若しも勤務していたらどのような状況だったのだろうと頭を過りました。 

 このプラットフォームは波高・風速・潮流などに対しては等級100（100年に1度の発生可能事態に耐

えるもの）、地震に対しては等級200で設計していると言う謳い文句でした。 

 しかし、勤務

中に発生した

地震の経験か

らでも、プラッ

トフォームの

構造上かなり

大きく揺れて、

その周期も相

当に長かった

ことを記憶し

ていましたの

で、あそこは

『大丈夫かナ

ァ～？』と思い

巡らしてネッ

ト検索すると、

既に数年前に

生産を中止し、

プラットフォ

ーム自体も昨

年撤去完了し

たことを知り、他人事ながら安心した次第です。Hi！ 

 今回は当時のプラットフォームの雄姿を載せた私のQSLカードをこの紙上に再現して偲びたいと思い、

ここに投稿させて頂きました。 

 

［DXCC CW-300 達成はいつの日か？］ 
                                                               JA1PHE 大屋宣昭 
 

 ハムフェアの会場にカードを持参しての DXCC の申請が今年で３回目になる。 

 一度に 120 QSO のチェックが可能なので、昨年までで 240 エンティティ分を申請し CW と MIX のアワ

ードを取得した。手持ちの未申請のカードが 60 数枚あるので、今年でめでたく 300 の大台に届くが、

残念なことに CW は 280 である。本当はあと 10 枚ほど CW の交信実績があるのだが QSL カードに 2×、

2WAY 等の記述がなく、これらは CW の交信と認められず、MIX の申請に使用することになる。よって、

CW275、MIX300 のステッカーをゲットできる予定である。 

 2 年ほど前に MIX で 300 になったし、CONDX も悪いので DXは上がりにした。それ以来平穏な毎日を過

ごしている。しかし、CW もなんとか 300 までやりたいなと思い返しているところである。サイクル 24
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の CONDX は低調と予想されているが、太陽黒点数は 60 位まで上がって来たのでピークの 13 年には 100

ぐらいまで行きそうな感じだ。 

 タワーから下ろしてしまった ANT を涼しくなったら上げなおそう。と言っても 3エレトライバンダー

です、ささやかなものです。 

 ところで、申請用のカードを探し

ていたら、懐かしいカードがでて来

たので、数枚を紹介させていただこ

うと思います。 

 

① DUIGF  88 年 10 月交信 50SSB 

George さん（石橋さん）です。VHF

界では有名人でした。10年ほど前に

Silent key です。先方は IC-502A  

1W に 4 エレ、こちらは 10Ｗに 6 エ

レでした。国内 Eスポ並に強力でし

た。この頃は 10W で W、VE、KL7 等

とも交信出来ました。CONDX が良か

ったんですね。 

② HS1ABD  79 年 5 月交信 28CW 

多分コンテストの交信 

コンテスト時に毎回強力に入感し

ていました。BURO でカードをいただきました。 

母国からも K3ZO でコンテストにでていました。こちらも 21CW、28CW のカードを BURO でいただきま

した。 

③ BV2A  79 年１月交信 14CW 

いまでは BV 局は多数でていますが、当時は一般にはアマチュア無線は許可されず、台湾の ONLY 局

でした。Tim さん本人のサインのあるカードを SASE でいただきました。その後、JAの QSL MANAGER

が付いて国内 SASE でカードがもらえるようになりました。 

④ XY0RR  91 年９月交信 14CW 

Ｍyanmar DX-Pedition ですが、Romeo 氏がでたところは国境地帯のミャンマーではないところでし

た。もう１件、92 年 12 月に P5RS7（北朝鮮）という Callsign でロシアから盛大に QRV しました。

これらがバレて Romeo 氏は無線界を追放になりました。これらのカードは不正カードですが、XY0RR

は DXCC には有効だそうです。ARRL が１度認めてしまったので OK なんだそうです。小生は DXCC に

は使いませんでした。P5RS7 は NG で、皆さんぬか喜びでした。 

以上 4枚です。 

 DX のカードを集めるのは気の長い話です、BURO では PSE で来ると１年も待てば届きますが、TNX で帰

って来るのには 2 年くらいかかります。BURO ではカードを発行しない局もいます。そこで SASE を出す

ことになります。MANAGER がついていると返信も確実ですが、本人の場合はいろいろです。小生は 30年

間で 834 通の SASE を出して、回収率は 93%でした。要した費用は１通平均 400 円として約 33 万円、結

構な金額ですが、1k 円弱/月ですから、たいした出費ではありませんね。 

 今年も IRC の使用はゼロ枚で、期限切れ前に郵便局で切手と交換することになりそうです。 

 

［マイクロ波の面白さ］ 
                                                                            JR3KQJ 中島昌己 
 

・なぜマイクロ波か 

 マイクロ波とは一般に300MHz以上を指しますが、ここでは1.2～5.6GHzで関西からの運用をイメージ

して綴ります。 

 私の場合はマイクロ波進出の動機は単純です。 

 AJAやKCJA(CWマルチバンドWAJA)のために、HFは先が見えてきましたので、これ以上ポイントアップ

を狙うとしたらマイクロ波しか無いからです。 
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・マイクロ波の相手は居るの? 

 私の自宅は北兵庫の山中で、コンテスト

の50Mでも20 QSOほどが限界ですから、山

岳移動のみでQRVしています。 

 2.4G/5.6GのFMメインで六甲山からCQを

出したら数局のお馴染みさんからコール

が期待できますが、コンテストでも合計5

～10局まででしょうか。 

（左の写真は「豊岡市移動」で福島県と

1200MでQSOしたときのもの、900m地点・51

エレスタック） 

 

・遠距離QSOの方法 

 親機はTS790でそれにマキのトランスバ

ーターを接続しています。 

 不安定な発振周波数の逓倍を重ね、ビー

コンを受信可能な場所は限られており、

VXOでの補正も限界があって正確な周波数

の把握が困難です。 

 お互いがこの状態ですから2.4G以上で

はスケジュールを組んでもまずゼロイン

が最初の課題です。 

 確実にQSOできるVHFで連絡を取りなが

ら交互に送受信を繰り返して上下10kHzく

らいをワッチし、時にはFM送信してビート

を探しシャープなビームを探り合ってピ

ンポイントを見つけます。 

 ローテーターと二段ポールの接続部の

バックラッシュが重なってコントローラ

ーのワンクリックで了解度が変化します。 

 そして周波数とビームがピッタリ合った時に、砂嵐が突然止んでオアシスが出現したようにSメータ

ーが踊り出しますが、この感触が堪りません。 

 

・そしてCWリクエスト 

 QSO成立後にCWをリクエストしますがペーパーライセンスの方が多く、またベテランでも山にキーを

持参する方は少ないです。 

 グループ移動やコントロール局が居るような場合は、CWリクエストを言い出すのがはばかられます。 

 ですからML等で移動情報を入手して事前にスケジュールを組むのが効果的です。 

 

・コンテストでのCW QSO 

 通常はいきなりCWでCQを出しても応答の可能性は極めて低いですがコンテストだけは別です。 

 6m & DownやF Dayではスタート直後の30分が勝負で、1.2～5.6GのCWを駆け巡ります。 

 過去ログを検索したらこの局は2.4GにQRV可能というのが分かりますのでQSYをリクエストしますが、

運用を止めた局も多く成功率は1/4くらいでしょうか。 

 

・5.6GHzのDX記録 

 昨年のFD開始前に下伊那郡移動のJH0MUC局との約300kmが私のレコードです。 

 アンテナは粗大ゴミで見つけたCSパラボラにマキの通称オチョコ給電部を取り付けましたが、シャー

プな指向性が得られました。 

 見通し外でしたが、50Mで連絡を取りながらCWで送受信を根気よく繰り返して、かすかな信号の断続

が見つかりました。 
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          （上左はCSパラボラ改造5.6Gアンテナ、右は5.6Gの通称オチョコ給電部） 

・アワードに挑戦 

 下記は現在のポイントで全て兵庫県内QSOですが、スケジュールを組んで頂ける方があれば jarl.com

へメール願います。 

        周波数 MixAJA  CW AJA  CW WAJA 

        1200M   343     125     27 

        2400M    89      32     11 

        5600M    15       8      3 

 皆さんもマイクロ波の世界へいかがでしょうか。 

 

［KCJ 会員短信］ 
 ハムフェアおよび総会に向けて、KCJ 会員から

寄せられたメッセージ・レポートをお届けします。 

（投稿は一部編集させていただきました） 

◆ JA1OYB:和文が少しでも上手くなりたい一心か

ら7025付近で実戦練習中。使用電鍵はもちろん縦振

りのみ。 

 

◆ JA1PHE:SATELLITE WACA残り 32、WAGA残り 13、

最近やや下火なので、そろそろお助けマンにお願い

しないと達成は難しそうです。 

 

◆ JA1TCF:CONDXには勝てず、AJAも頭打ち。サテ

ライトもほぼ完了。VUのUPには移動にかけるのみ

か・・・ 

 

◆ JE1KNT:毎年の夏は英国に来ており、8月のKCJ

コンテスト、ハムフェアに参加出来ず、残念です。

今年はTECSUN PL-660を持参してハムバンドをSWL

してます。 

 

◆ JE1TRV:6月に入会させていただいたばかりで、

まだクラブの様子がわからずMLなどはROMさせてい

ただいています。 

私のCW運用スタイルですが、もっぱら欧文ラグチュ

ーに興味の中心があり、平日は寝る前に 7メガで北

米西海岸の早起きオジサンたちと短い会話をしたり

しております。 

ハイバンドのCONDXが上昇してきた昨今はDXとのシ

ョートQSOも時々楽しんでいます。和文も忘れない程

度にやっております。コンテストはイワユル「コン

捨てたー」の部類なのでメジャーコンテストにはほ

とんど出ていませんが、短時間のスプリントなどに

は時々顔を出しております。 

7026付近でよくロンリーCQを出しております。聞こ

えておりましたら是非お声掛けください。 

73+88! 
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◆ JH1BAM:DXCCオナーロール陥落をおそれて、相

変わらずニューを追いかけています。勿論CW部門は

落とせません！ 

 
 

◆ JN1WXW:昨年のハムフェアでTS-590のデモを見

て、予約して購入しましたが、まだ一回もQSOしてい

ません。近いうちに何とかしたいと思います。 

 

◆ JA2OLJ:ハム歴 43年 いろいろ無線を楽しん

でいます。 

WACA WAGA よみうり1万局賞（国内＆世界）他 獲得

DXCC は345/345 

現在は固定からQRPp 500mW (FT-817)、移動局は 東

海4県の道の駅巡礼中（ただ今2順目） 

最近は 土曜日 仕事を終えてから出発 出先で無

線 車中泊、色々な出会いがあり 新しい感動があ

り、これから少なくとも20年 CWを楽しんでいきたい。 
 

◆ JA2PYD:私の初交信の思い出です。 

1993年に初めてCWの交信をしました。相手は7K2MPE

でした。その頃まだ「7･･･」局は知りませんでした。

周り人に私は外国の局と交信したと自慢しました。

首を長ーくしてカードを待ちました。そしたら、な

んと山梨県の局長さんでした。 

思わず、長ーい首がひっこんだ事を思いだしました。

良い思い出です。19年前の事です。 

 

◆ JA3ATJ:JA3ATJ 坂井も ハムフェア会場内にい

ますが、あちこちのブースを掛けもっていますので、

お目にかかれたら BK ください。実にほそぼそと CW 

を楽しんでいます。 

 

◆ JH3HGI:7月下旬から8月中旬にかけて「ST0R」

のペディションで盛り上がりましたね。私はタイミ

ングが悪いのか、耳（アンテナ）が悪いのか、信号

が聞こえず ゼロQSOでした（涙） 

 

◆ JI3DST:JI3DST 舟木です。ハムフェアに参加

します。IOTA CPブースにいますので、よろしくお

願いします。さて、3月に右足を骨折して、5ヶ月の

入院生活でしたので、すぐに移動運用ができません

が...、自宅（大阪市阿倍野区）からQRVできるよう

になりましたので、QSOよろしくお願いします。 

 

◆ JO3MQY:先日、クラブ局(JR8YLY/3)を運用させ

て頂きました。自局のコールサインをかなりの頻度

で打ち間違えてしまい世間に恥をさらしてしまいま

した。次の機会までに練習しておきますのでご容赦

下さい。 

 

◆ JO3OMA:移動運用専門となりましたが、2アマも

取得したのでなるべく各バンドにQRVするよう頑張

っています。 

それでもやっぱり6mが大好きですが(^^; 

 

◆ JR3XEX:CQ誌の2011年9月号（8月19日発売）に

「はじめようモールス通信」が特集されます。 

恥ずかしながら、当局に寄稿の依頼が来ました。KCJ

メンバーとしてお断りも出来ず「わたしのモールス

通信」というテーマで、魅力、楽しみ方、これから

始めようとしている方へのアドバイスなどを、短文

ですが投稿いたしました。みなさんのご感想をお待

ちしています。 

 

◆ JA4AVO:先月末、下関市ラーメン店「太平楽」

で味噌ラーメンを食べました。 

店主の松田さん（JH4RGH）にやっとお会いすること

ができました。ちょうどお昼時の、お忙しい時間に

なってしまって、写真も撮れませんでした。 

次回は、少し時間をずらせてゆっくりお話をしたく

思います。「太平楽」のホームページはすばらしい

ですね 

 

◆ JH4RGH:ブログとHPの更新で、ほとんど無線に

出る時間がなくなりました。でも毎月100局位、カー

ドを発行してます！ 

 

◆ JA5CUX:今シーズンはコンディションが良いの

でDXにシフトしています。DXCCも少しだけ増加した

のでそろそろ申請しようかと考え中です。LoTWはす

ごく便利ですので積極的に利用しています。Hi 

国内はKCJAの早期完成を目指しています。1.9, 24, 

28は残り1となりましたが50以上（サテライト含む）

は未QSO県が多数残っています。 

135kHzもTX作製次第オンエアしたいものです。 

 

◆JA5NSR:サテライトを始めます。 

145=4ele/430=7eleの移動ANTの完成も間近です。 

 

◆ JA7DCD:2.5μsvに設定した放射線量計を手に

ゴルフをしました。ピーピー鳴りっぱなし。自然の

中で放射線治療を受けています。ガン予防だと思い
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込むようにしています。さすがにプレーヤーは少な

いです。 

友人の携帯メール着信音はCWで知らせるのでビック

リ。無線とは縁のない友人です。不思議な気分でし

た。 

 

◆ JE8RKV:無線を長いことQRT状態の私ですが、そ

れでも席を置いている訳は・・・。 

無線を楽しんでいる人が好きだからそばにいたい。 

 

◆ JH8CBH:最近は、もっぱら、会報の印刷作業だ

けとなってしまいました。何日かある夏季休暇を利

用して、一日は無線三昧で過ごしたいと思っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

全国ＣＷ同好会（ＫＣＪ）のしおり 
 

******************************************* 

           入会を希望される方へ 
******************************************* 

全国CW同好会は、CW QSOを通じてお互いの友情

を温めあい、同時に CW 通信技術を高めるため

に努力しています。ハムの中で、もっともハム

らしいハムと自負している人たちの集まりで、

全国におよそ160人の会員がいます。 

 会の略称[KCJ]のフルネームは [Keymen's 

Club of Japan]と称します。Key とは、私たち

とは切っても切れない縁の深い電鍵であり、ま

た“重要人物”という意味が含まれています。

メンバーの一人ひとりが、良きCWマンであり、

同時にアマチュア無線界の Keystone を守る

人物でありたいと願いをこめて命名されまし

た。 

 メンバーは、それぞれの地域でアマチュア無

線活性化のために活動するとともに、自分でCW

の面自さを見つけ、長くCWを楽しみたいと考え

る人たちが集まった会です。 

 CWは通信の原点であり、電波が存在すれば、

それを断続するだけで通信ができ、もっとも単

純でありながら、もっとも確実な通信方法です。

電波が飛んで行く、通信ができるというアマチ

ュア無線の根底にある素朴な興味を満足させ

てくれます。 

 ご承知のとおり、CWは電話にくらべると通信

の能率は悪く、意思の伝達に苦労することがあ

ることも事実です。その欠点をカバーするため

に、簡潔な通信文を工夫してつづります。その

通信文を解読し、相手が伝えようとしている内

容を読みとり、符号に乗って伝わってくる相手

の気持ちに触れることができます。これは推理

や想像を楽しむ、ひとつの知的なゲームとして

の面白さがあり、これこそ他の通信方法とは異

なったCW通信の醍醐味だと言われています。 

 アマチュア無線に興味をもつ人は、いつの時

代にも少なくありません。目本では周知のよう

に、世界に先駆けてノーコードライセンスを導

入したことにより、アマチュア無線への入門の

道が広がった反面、CWを知らないハムも多くな

っています。いっときの興味でアマチュア無線

を始めたり、その中でCWも一つのモードとして

関心を持ったりというだけでなく、通信の原点

でもあるこのCWをいつまでも大好きで、生涯、

腕を磨くテーマのひとつにしようという考え

の方々を本会は歓迎しています。 

 このように本会は、CWが好きな人の集まりで

すが、アマチュア無線のさまざまな楽しみ方を

否定するものではありません。いまや多くの電

波型式が許可されているアマチュア無線界で

すから、いろいろな分野にパイオニア精神を発

揮するのも結構です。しかし、結局はCWの面白

さを認識された人たちが、いつかはここに集ま

ってくるのではないかと考えています。 

 

全国ＣＷ同好会の活動について 
 CWをより身近に、そしてエキサイティングな

ものとするために、ハムライフの中でCW QSOの

いろいろな楽しみかたについて、多少のヒント

を提供しています。また、本会が広くCW通信の

発展にどのように貢献しているかを、具体的な

事業を通して理解を深めていただきたいと考

えています。 

 そのいくつかの事業を紹介します。 
 

(1) アワード[KCJA]の発行 
 本会はユニークなアワード[KCJA]を発行し

ています。ネーミングは”Keymen's Century of 

Japan”で、また、KCJ Awardとも読めます。ア

ワードルールは、単純明快で、マルチバンドで、

のべ100都道府県とCWでQSOするというもので

す。 

 また、KCJ発足25周年を契機にKCJAルールを

一部改定しました。KCJA申請にあたって、QSL
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カードを提出していただくことを原則にして

きましたが、これまでの実績からQSLカードの

正確な表記について、認識が十分に浸透したと

考えますので、QSLカードの提出義務を原則的

に廃止し自己宣誓方式に改めました。また、上

位への挑戦意欲を持続していただくため、400

点以上の申請は25点刻み、600点以上の申請は

10点刻みに変更し、併せてステッカー制度を採

用しました。 

 

(2) CWコンテストの主催 
 毎年8月に、本会主催で[KCJコンテスト]を行

っています。このコンテストの目的は、互いに

確実なCW通信を通してCW送受信技術の向上を

図り、かつCW愛好者の親睦を深め、併せてコン

テストにおけるフェアプレー精神を高揚する

ことにあります。 

  また、本会主催のコンテストの大きな特徴は、

提出されたログを全数コンピュータで審査し、

双方のログの記載内容が一致した場合に限っ

て双方に得点を与えるという規則にあります。 

 ログを提出しない局との QSOは得点になり

ません。ログを提出したからといっても、記

載・転記ミスなどがあると、審査の段階で双方

のログが一致せず、自分も得点できないし、相

手にも得点が与えられないことになります。得

点を競う競技においてのフェアプレーとは、ル

ールにのっとって参加し自分も得点し、かつ相

手にも迷惑をかけないことです。 

 ログ審査プログラムは、会員の間で議論を重

ね、改善が行われた結晶です。また、近年は

E-mailやFDでのログ提出を推進するなど、参加

する人が自分のログをきちんとチェックして

整理してあれば、合理的で公平な審査ができる

ようになっています。 

 毎年2月に、本会主催で[KCJトップバンドコ

ンテスト]を行っています。1.9MHz帯の狭いバ

ンド幅でもコンテスト実施が可能な独特のル

ールで、KCJトップバンドコンテストを行って

きましたが、2000年に1.8MHz帯の開放があり、

バンド幅は一挙に倍増しました。このため、KCJ

トップバンドコンテストルールを大幅に見直

し、1.8と1.9MHzの両周波数帯を使用できるこ

ととし、この機会にDX局の参加を可能にしまし

た。 

 アワードもコンテストも、一種のスポーツで

あり遊びにすぎないことですが、そこにも守る

べきルールがあります。誰もが容易に電波を出

せる時代になっても、アマチュア無線の楽しさ

とは、規律とけじめを前提にしてこそ意味があ

る、と本会は考えています。 

 

(3) 都道府県・北海道支庁の略称の制定 
 私たちは、CW通信で省略されたつづり文字か

ら、もとの語が何であったかを推察し、その意

味を理解するということを、日常よく行ってい

ます。短い略称から、都道府県名などが容易に

推察できるように、既成のコードとしてあった

漁船の船籍都道府県名を示す符号をもとに、多

少手を加えてKCJ独自のものを制定しました。

このコードは、KCJが主催するコンテストで交

換するナンバーに使っています。CW通信にセン

スあふれる略語として、目常のQSOでQTHの表示

にどんどん使って欲しいと思っています。また、

他のコンテストのナンバーなどにも利用して

いただけることを願っています。 
 

(4) KCJホームページの公開 
 会員向けの会報[ザ・キー]の発行以外に、KCJ

活動内容を内外に知らせるため、KCJホームペ

ージ( http://www.kcj-cw.com )を作成してい

ます。 

 会の活動に興味と関心をお持ちの方は、一度

アクセスされますようお勧めします。 
 

(5) その他の活動 
 通信の原点ということは、アマチュア無線発

祥のころの手づくりの通信という意味があっ

て、今日でもCWは自作の入る余地のある分野で

す。本会会員の多くは、自分の無線機を何か自

作した経験があり、自作するアマチュア精神は、

QRP機に凝縮されています。その記録にいどむ

人もあれば、コンテストやアワードハントに巧

みな人もいます。また、各バンドでヌシのよう

に活躍している人、移動運用に熱心な人、DXを

バリバリ稼いでいる人もいれば、もっぱら外国

の電波の旅情を楽しんでいる人もいます。コン

ピュータとCWの接点を求めて、独自の活動をし

ている人もいます。地域でCW通信の指導に熱心

な人もいます。 

 そんなエキスパートたちを、根底で結んでい

るのがCWです。物質文明全盛の時代は、アマチ

ュア無線もその例外ではなく、画像通信、衛星

通信さえも手軽にメーカー製の機械を使って

行われるようになりました。電波は飛んであた

りまえ、聞こえて当然という風潮が生まれ、こ

の趣味の存在する根底がゆらぎ始めたのでは

ないかとさえ思われます。しかし、自分で努力

して符号を覚え、自分でキーを操作してはじめ

て可能になるCW通信には、何か自分でやらなけ
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ればならないという、古き良き時代のアマチュ

ア精神が温存されているように思います。 

 CWはこの先、アマチュア無線の世界にしか残

らないことになりましたが、自分の出した電波

がはるばる飛んで行くことに対する素朴な興

味と驚きを感じる感性豊かな人が絶えない限

り、アマチュア無線のCWは存在し続けることで

しょう。 

 CW同好会が、将来ただの[CW保存会]になって

しまうことを嘆く声も聞かれます。しかし、そ

れが死んで博物館に置かれるような保存では

なく、その電波が原始的ではあるが、確実な通

信の手段として世界を飛びまわっている[動態

保存]であれば、これは愉快なことではないで

しょうか。そのためにも、本会は、“下手の横

好き”の会ではなく、“好きこそものの上手”

の会でなくてはならないと思っています。 

 
******************************************* 

     全国CW同好会への入会について 
******************************************* 

 入会資格は、個人局で、CW免許を保有して

いることが必要条件です。 

「KCJ入会申込書」に、ご自身のアマチュア無

線活動歴や、アマチュア無線やCWについてのお

考えと自己紹介をお書きください。入会申込書

が届いたとき、会から若干の質問をさせていた

だくかもしれませんがご理解ください。 

 会員はハムである以前に、よき社会人である

ことを強調しています。入会して、何か特別な

利益があるという会ではありません。どの会員

もボランティア精神を基に、会の運営に協力す

ることが前提とされています。 

 本会会員は、電波法規の遵守はもちろん、ア

マチュア無線のよき習慣を不文律として守る

ことをモットーにしています。また、会員にな

られてからは、会の主催するコンテストに参加

されたときは、主催者側の一員として必ずログ

を提出することを心がけていただきます。 

 長い生涯のうちには、いろいろな事情で好き

なアマチュア無線から遠ざからなくてはなら

ないこともあるでしょう。そのようにアクティ

ビィティの落ちた時期にあってもアマチュア

無線とCWには関心をもち続け、本会会員である

ことに意義を感じ引き続き在籍していただき

たいと思います。 

 そうした事柄すべてを含めてライフホビー

というものだと私たちは考えており、このよう

な考えにご賛同いただける方に入会していた

だけることを心から望んでいます。 

 

******************************************* 

               入会申込方法 
******************************************* 

 会員担当に、SASE(長型3号（A4三つ折り）の

封筒に返信宛先を書いて90円切手を貼ったも

の）を送って、入会申込書を取り寄せてくださ

い。入会申込書はE-mailでのご請求にも対応可

能ですし、KCJ-Webからダウンロードすること

も可能です。 

 

送付先:  〒174-0046 東京都 板橋区 

                    蓮根 1-1-22-205 

         JA7QLP/1 工藤 博昭 

          (E-mail: kcj-mem2(a)kcj-cw.com) 

 

 次に、入会申込書に必要事項を記入してKCJ

会長に提出してください。入会申請書への記入

は自筆でお願いしますが、PDF やTIF の添付フ

ァイルをメールで送付していただいても結構

です。 

 

送付先:  〒668-0821 兵庫県 豊岡市 

                           市場 602-1 

              JR3KQJ 中島 昌己 

              (E-mail: kcj-p(a)kcj-cw.com) 

 

 入会承認書が届いたら、所定の会費を納め

て、貴局もKCJの一員となります。 

 

 
 

 

 

（完） 


